
総務常任委員会資料 
都市安全部 公園河川課 

議案第 152 号 

令和２年度宝塚市一般会計補正予算（第 8 号） 

資料 1(182) 急傾斜地崩壊対策事業計画図（中山台１丁目）  
計画平面図（概略検討） 

計画断面図（概略検討） 

概略検討時における対策工法：重力式擁壁（L=105ｍ） 

         概算工事費：100,000 千円 

 

（補正理由） 

 詳細設計に係る現地測量において、崩壊を想定すべき範囲が拡大した。区域を指定し

た兵庫県と協議を行った上で、拡大した範囲に対する工法を検討した結果、南側は杭式

待受防護柵工（L=約 35ｍ）、北側は鉄筋挿入による法面保護工（A=約 4000 ㎡）が最適な

工法となった。対策範囲や工法が概略検討時より変更となったことで、対策工事費が

277,486 千円となり、補正予算(177,486 千円)を要望するものである。 

計画平面図（詳細設計） 

計画断面図（詳細設計） 

重力式擁壁工 L=105m 

重力式擁壁工 

 

  

法面保護工 

A=約 4000m2 

杭式待受防護柵工 

L=約 35ｍ 

杭式待受防護柵工 

法面保護工 


